











す場合、⑵「中宮」をその居所とす 人 らわす場合、⑶令制における官職名を構成する場合 三通りの意味 使用されていることがわかる。
場所をあらわす例は、①～⑥、⑧～⑩、⑫～⑯、⑱、⑲、～、
、、、、、、～までの三十例で、この中には「中宮院」七例（ ～ ） 、 「中宮供養院」⑱、 「中宮閤門」






























































































































































































































































































年八月に巻二十一から三十四（淳仁天皇～光仁天皇）までが奏 され、次いで巻三十五から四十までが延暦十五年までの間に奏進された。 「曹案卅 」 （実際には天平宝字元年の巻を欠く二十九巻とる）は二十巻に圧縮されて巻一から二十とし まとめられ、先に奏上されていた巻二十一からの二十巻と合わせて、延暦十六年二月に四十巻の史書として撰進された。
場所としての「中宮」は巻二十までの巻群に、淳仁天皇の御在所









































































けられている。 「中宮院」は、一例が聖武天皇の御在所を言い（例） 、残り六例はすべて淳仁天皇の御在所を指す。の例は、恭仁京から平城京に還都した聖武天皇が、御在所とした場所 して記される。 「院」は、元来垣根や塀に囲まれた場 を指す漢語である続日本紀の中では「建物・施設」 して解釈できる語 あり
⑸
、ここ
でも「中宮」 建物または施設という意味で使用されていると考えられる。本来、天皇の御在所では けれども、還都したばかりであったためこの施設を御在所としたという意味でこの語が選ば たのだろう。淳仁天皇の御在所として登場する「中宮院」も同様 考えられる。続日本紀には「廃帝」 記され、 「帝 称されてほとんど「天皇」と称されることのな った淳仁天皇であってみれば、その御在所は本来天皇の御在所ではない「中宮」の「 であり天皇御璽の内印も駅鈴もそこに置かれていた るこ が、この天皇の存在についての編纂者の認識を暗示しているようにも思われる。
場所である「中宮」の特徴の一つとして、これが元正天皇、聖武
天皇、孝謙天皇代に限られて現 ことが挙げら ま 、その
用途であるが、右の（Ａ） ～ （Ｆ）を見ると、賜宴の例が十例ともっとも多く、叙位、貢納品・奉献受納、仏教経典読誦がこれに次ぐ。賜宴は、元日朝賀後や大嘗祭、新嘗祭の賜宴であり、叙位は三例とも正月の叙位であり、いずれも天皇がその中心となる朝廷の重要な儀式である。 「中宮」を令の規定通りに解すれば「皇后の宮」である（後述） 。元正天皇 孝謙天皇代には言うまでもなく皇后はいない。聖武天皇の皇后、藤原光明子は天平元年八月に立后したが、翌九月には新設の令外官司である皇后宮職が置か て、光明子は皇后宮御在所としていた
⑹
。したがって「中宮」は「皇后宮」ではなかった。
聖武天皇の母、藤原宮子は聖武即 とともに大夫人とされたが、これには公式令 規定に違うという長屋王からの上奏があって、皇太夫人と定められた いう経緯があった これが中宮に居住する資格を得たこ になるかにつ は判断が難しい。また、後述するように、少なくとも天平九年までは宮子は平城宮内に居住していな った可能性が高い。その上、前記のような朝廷の重要な儀式を 子宮で行ったとは考えにくい。そういったところから、 は「内裏」であったという説が生じたと考えられる。「中宮」について、夙に関野貞は「中宮院若くは中宮とは恐くは内裏を指せるならん」 「内裏」を指す語と論じ
⑺
。その後平城宮
の発掘調査が行われ、進んでい 中で「中宮」 はどこに比定されるのかについての議論は深められ、数多く 論考が発表されている
⑻
。











































































































































































































































































































宮」は、皇 、皇太后、太皇太后―いわゆる三后―の を指すということになる。続日本紀前半に記される場所 「中宮」が三后の宮を指すとする解釈は、その実態に即して可能であろうか。
元正天皇代には皇后はいない。元正天皇が「中宮」に御した最初
の例は養老七年正月であるが この時 文武天皇「夫人」であり皇太子の母であった藤原宮子は、皇后でも皇太后でもなく、令文によれば、 「中宮」にはあたらない。後宮職員令はその冒頭に天 の后妃の規定を載せており、それには「妃二員
　
…四品以上。 」とある。





女であった。夫であった草壁皇子が皇太子のまま薨去し ため立后はしていないが、皇子の文武天 が即位したことによっ 皇太后の立場にあったはずである。また慶雲四年四月に草壁皇子の忌日を国忌とすることが定められて草壁皇子が天 に準ずる立場とさ たため、皇后に準ずる立場も得ていたことが想定できる。したがって令制においては、元明天皇 中宮を主宰することが可能な立場であたと考えられる。しかし元明太上天皇は養老五年十二月に崩御している。したがって養老七年の時点で三后に該当する人物はいない。
一方、聖武天皇代の「中宮」の主宰者は誰か。聖武天皇代に皇后
は存在したが、前述のように「中宮」を居所としていたのは皇后ではない。また、皇太夫人であった宮子は、続日本紀の記事によれば、少なくとも天平九年までは平城宮内 居住していなかったと考えられる。続日本紀 十二月二十七日記 は「是日、皇太夫人藤原氏、就皇后宮、見僧正玄昉法師。天 亦幸皇后 。皇 夫人、爲沈幽憂、久廃人事、自誕天皇 未曾相見。法師一看、慧然開晤。至是、適与天皇相見。 」とある。これは、皇太夫人であった宮子が、光明子の皇后宮で僧正玄昉に会ってそ までの病が癒え、誕生以来一度も会っていなかった聖武天皇に初めて みえた という記事である。ここには、宮子が玄昉に会うために 后宮に出向 たと るが、この時玄昉は内裏内の道場にいた す 続日本紀の記事 ある。
「以玄昉法師爲僧正。 」 （天平八年八月） 、「尊爲僧正、安置内道場」 （天平十 六 …玄昉卒伝）

































で、三野連の名が判明しないので、それに対して説明しているものである。西本願寺本以下の四本はいずれ 仙覚系統の新点本であ 。また「中宮少進」は養老令では従六位下相当の職位であ に「従











の宮の名称を示すが、それ以外にもいくつかの意味を有している。皇后 以外の「中宮」の意味のうち、上代の日本にとって特に重要であったのは、この語 北極星を指すと うことであっただろう。『史記』天官書

には、その冒頭に「中宮天極星、其一明者、太一
常居也」とあり、そ 索隠には『春秋緯』文耀鉤の「中宮大帝、其精北極星」が引かれてある。また、 『史記』と関連深 『漢書』天文志にも同様の記事がある

。この「中宮大帝」と呼ばれる北極星の






「中宮」は皇后の宮であるとともに、天皇を意味する語であった。この二つの意味 、皇后が天子になる例をほとんど持たない中国においてはまったく別個に考えられるべきもの に違い 。しかし、中川ゆかりが論じるように

、皇后が天皇になる可能性があ




皇とともに多く 儀式に臨んだ ではないか。続日本紀においては、聖武天皇 元正天皇の結びつきの深さをあらわす記事は多い。元正天皇代には、十九歳の 太子は「始めて朝政を聴」 （養老三年六月）き、また天 からは舎人親王・新田部親王に皇太子輔佐を命じる詔（養老三年十月）も出される。聖武天皇の御代では、聖武天皇即位の宣命（第五詔
　
神亀元年二月）に元正の詔が引用され、天平十一



















かない皇太后であり、太皇太后である光明子と宮子であったからこそ、その宮号に、天帝の居所である「紫微」 「中宮」の名を持ち、他の上位に立つ官司をあてて、権威の保障を図ったのではないか。紫微中台、中宮省ともに光明子 宮子の崩御とともに消滅し、皇后の宮は皇后宮職、皇太后の宮は中宮職の管轄に戻った。しかし、その内実は変化したと考えてよいだろう。光明子、宮 以後、奈良時代を通じて皇女の皇后、皇太后はもはや現 ず、令文に反して臣下出身の皇后、皇太后が相次ぐからである。
場所としての「中宮」は、天平勝宝六年七月の宮子崩御の記事と










































わすものと考えておきたい。 〔ロ〕についても多くの議論があるが、その制作年代につい はおおむね文武天皇代から聖武天皇の天平末年頃の幅で論じられ る。本稿では、これを薮田嘉一郎の説

に
よって天平末年頃 制作とひとまず推定しておく。しかし、この二つの金石文 制作時期については問題も多いので 本稿 おいて立論の根拠として援用するこ 差し控え ハ の花籠の墨書は、宮子の一周忌法要の折 もの さ る。続日本紀に一周忌の記事はないが、忌日七月十九日は続日本紀の記事 も一致しており、信憑性が認められる。そ 、この墨書は「中宮」を宮子の尊称として用いているため、人称としての「中宮」 確実な例 判断よいだろう。
なぜ、 「中宮」は人称として用いられるようになったのだろうか。








































































































































































































麻木 「再び野中寺弥勒菩薩像台座銘文を論ず―東野治之氏の反論に応える―」 （ 『佛教藝術』二六四号
　
二〇〇二年） 、藤岡穣「野中寺弥勒
菩薩像について―蛍光Ⅹ線分析調査を踏まえ
M
U
SE
U
M
』六四
九号
　
二〇一四年）など多数。

　
東野治之『正倉院文書と木簡の研究』 （塙書房
　
昭和五十二年）

　
薮田嘉一郎「薬師寺東塔銘」 （ 『上代金石文叢考』河原書店
　
一九四九
年）
受
　
贈
　
雑
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神女大国文
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神戸女子大学国文学
